参考様式第２号（別添17）

取組実績の詳細（農業機械の共同利用の実施状況）
1． 農業機械の共同利用の実施状況（交付要件の確認）
（１）実施面積
	計画面積
	　　　　　　　　　　　ｈａ

	実績面積
	　　　　　　　　　　　ｈａ（実施率　　　％）


　　※実施率は、計画面積に対する実績面積の割合を記載して下さい。
（２）共同所有・利用した農業機械
（共同利用した農業機械について、該当する項目の□に✔を付け、必要事項を記入してください。）
	種類
	· トラクター　　　□ 田植機　　　□ コンバイン

	型式名
	

	導入方法
	· 購入　　　　　　□ リース　　　□ 既存の機械を利用

	使用年数（既存の農業機械を利用した場合）
	　　　　　　　　　　　年

	大きさ※
	トラクター・出力
　　　　　　  PS
	田植機・植付条数
条
	コンバイン・刃幅
　　　　　　ｍ（条）

	平成27年産米における利用状況（主食用米以外も含む）
	ha　
日　

	特定高性能農業機械の導入に関する計画に定められた利用規模の下限面積
	ha　　　


　　※「種類」で✔を付けたもののみ記載してください。
（３）組織の概要
	構成員数
	

	経営面積（作業受託面積含む）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　ha

	水稲作付（作業受託）面積
	　　　　　　　　　　　　　　　　　ha


（4） 廃棄した農業機械
	廃棄した農業機械の台数
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　台

	機械台数の変化
	共同所有・利用前　（　　　　　　　　台）
共同所有・利用後　（　　　　　　　　台）


２　生産コスト低減効果の評価
（1） 狙っていた生産コスト低減効果等
	□
	①　労働人数・労働時間の低減

	□
	②　農機具費（償却費、修繕費など）の低減

	□
	③　その他（具体的に記載してください。）


· 計画時に記載の項目の□に✔を記載し、必要事項を記入してください。
（2） 取組による（１）の狙いに対する評価
	□　コストは低減された
	□　変化なし
	□　コストは増加した

	


· コストは低減された、変化なし、コストは増加した、のいずれかの□に✔を記載し、そう判断するに至った結果についてできるだけ定量的（10a当たりの労働時間○○時間減など）に記載してください。
（3） 次作に向けた改善点及び今後のコスト低減に関する方針
	


※（２）の内容を踏まえて記載してください。
※　添付書類
・写真（共同所有・利用した機械）
・共同所有・利用した機械の導入が確認できる資料の写し
・機械を廃棄したことが確認できる資料の写し
・作業日誌等の写し（作業人数、作業時間が把握できるもの）
・「２（１）③その他」を選んだ場合は、そのコスト低減効果の評価内容が確認できる資料
・計画時に機械管理規程等を「今後策定予定」とした申請者にあっては、機械管理規程等の写し

